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十
月
二
十
一
日
に
行
わ
れ
た
令
和
四
年
度 

第
七
十
一
回
宮
城
県
高
等
学
校
書
道
展

覧
会
審
査
で
本
校
生
徒
の
作
品
が
最
高
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。 

第
一
部
（
漢
字
の
書
の
部
） 

 

推
薦
（
最
高
賞
） 

佐
々
木
心
琴
（
栗
原
南
中
出
身
） 

 

推
薦
（
最
高
賞
） 

及
川 

凜
奈
（
中
田
中
出
身
） 

 

金
賞 

 
 
 
 
 

菅
原 

美
空
（
栗
原
南
中
出
身
） 

 
 
 

入
選 

 
 
 
 
 

髙
橋 

茅
広
（
栗
原
南
中
出
身
） 

第
三
部
（
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
の
部
） 

 
 

金
賞 

 
 
 
 
 

髙
橋 

茉
広
（
栗
原
南
中
出
身
） 

普
段
は
週
一
日
の
活
動
な
の
で
す
が
、
大
会
入
賞
を
目
指
し
、 

週
三
回
、
数
十
枚
の
も
の
紙
に
練
習
を
重
ね
た
甲
斐
が
あ
っ
た
と 

部
員
一
同
大
喜
び
で
し
た
。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

右
は
工
藤
さ
ん 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

左
は
曽
根
さ
ん 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
作
品 
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十
一
月
八
日(

火)

～
十
四
日(

月)

に
宮
城
県
美
術
館
に
お
い
て

宮
城
県
高
校
写
真
展
が
開
催
さ
れ
、
本
校
写
真
部
が
総
合
二
位
と

な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
金
賞
を
二
名
の
生
徒
一
年
工
藤
愛
加
さ
ん

（
石
越
中
出
身
）
、
一
年
曽
根
聖
菜
さ
ん
（
東
和
中
出
身
）
が
、

来
年
鹿
児
島
県
で
行
わ
れ
る
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
に
参
加

す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。
写
真
部
と
し
て
は
六
年
連
続
の
全

国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
出
場
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
出
場
し
た

写
真
部
生
徒
六
名
が
入
賞
を
果
た
す
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
全
国

総
文
出
場
が
決
ま
っ
た
工
藤
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
も
全
国
大
会
で

入
賞
で
き
る
よ
う
な
作
品
を
撮
っ
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
（2023

か
ご
し

ま
総
文
）
で
の
入
賞
と
ぎ
ふ
総
文2024

へ
の
七
年
連
続
出
場
を

目
指
し
、
頑
張
っ
て
ほ
し
い
で
す
。 

十
一
月
二
十
六
日
（
土
）
本
校
農
場
に
て
、
シ
ク
ラ
メ
ン
の

販
売
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
系
列
の
生
徒
が
丹

誠
込
め
て
育
て
た
花
や
農
作
物
は
、
毎
年
人
気
で
す
。
当
日

は
、
天
気
に
恵
ま
れ
暖
か
な
日
差
し
の
中
、
開
店
前
か
ら
売
り

場
の
前
に
は
、
大
勢
の
お
客
さ
ん
で
行
列
が
で
き
る
盛
況
ぶ
り

で
し
た
。
訪
れ
た
方
々
は
、
色
と
り
ど
り
で
種
類
も
豊
富
な
シ

ク
ラ
メ
ン
を
、
先
を
争
う
よ
う
に
選
ん
で
二
鉢
、
三
鉢
と
購
入

し
て
い
ま
し
た
。 

販
売
を
行
っ
た
生
徒
は
、
「
自
分
達
が
育
て
た
シ
ク
ラ
メ
ン

を
購
入
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
が
笑
顔
に
な
る
の
を
見
ら
れ
て

よ
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
授
業
の
励
み
に
な
り
ま
す
。
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
咲
く
遅
咲
き
の
シ
ク
ラ
メ
ン
も
あ
り
ま
す
。
購
入

し
た
い
方
は
農
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
冬
の
お
部
屋
を
シ
ク

ラ
メ
ン
で
彩
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

○写真部６年連続全
国総文祭出場 

○書道部最高賞 
○シクラメン販売 
○食育講話 
○金融教育出前講座 
○福祉講演会 
○校内読書感想文コン

クール入賞者 
○行事予定 

https://www.hakuou.myswan.ed.jp/
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十
月
三
十
一
日
（
月
）
に
一
年
次
生
対
象
に
食
育
講
話
を
実

施
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
栗
原
市
に
よ
る
「
第
三
期
栗
原
市
食

育
推
進
計
画
」
に
基
づ
く
食
育
推
進
事
業
の
一
環
と
し
て
、
思

春
期
の
「
食
の
自
立
に
向
け
た
望
ま
し
い
食
習
慣
の
実
践
」
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
る
た
め
に 

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。 

今
年
は
講
師
に
栗
原
市
若
柳
・ 

金
成
保
健
推
進
室 

管
理
栄
養
士 

千
葉
奈
夕
さ
ん
を
お
迎
え
し
、 

講
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

講
話
を
聴
い
た
生
徒
た
ち
は
、 

食
に
つ
い
て
興
味
を
示
し
、
日 

頃
か
ら
健
康
を
意
識
し
た
食
生 

活
を
心
が
け
た
い
と
話
し
て
い 

ま
し
た
。 

 

十
一
月
十
七
日
（
木
）
に
本
校

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
系
列
土
木
三

年
次
生
が
授
業
の
中
で
校
地
内
の

横
断
歩
道
の
塗
装
実
習
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。 

生
徒
は
「
み
ん
な
が
利
用
す
る

場
所
を
き
れ
い
に
直
す
こ
と
が
で

き
て
良
か
っ
た
で
す
。
」
「
み
ん

な
が
使
う
横
断
歩
道
を
土
木
科
で

協
力
し
て
塗
装
す
る
こ
と
が
で
き

て
良
か
っ
た
で
す
。
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。 

今
後
も
塗
装
が
剥
が
れ
て
し

ま
っ
て
い
る
箇
所
の
修
繕
を
お
こ

な
っ
て
い
き
ま
す
。 

【１月の行事予定】 

 

～９（月）冬季休業 

１／１０（火）全校集会，大掃除 

       基礎力診断テスト（１・２年次） 

  １３（金）第３回英検（１次） 

  ２０（金）ドリカムゼミⅢ発表会 

       第３回漢検 

  ２１（土）進学模試③（１.２年次） 

       公務員模試（１.２年次） 

       就職SPI・作文模試③（2年次） 

  ２２（日）全商簿記実務検定 

  ２９（日）全商情報処理検定 

  ３１（火）後期期末考査（3年次～3日） 

○
最
優
秀
賞 

『
人
生
を
豊
か
に
し
て
い
く
根
本
と
は
』 

 

三
年
四
組 

金
野
ら
ん
（
佐
沼
中
出
身
） 

○
優
秀
賞 

『
「
ひ
ら
い
て
」
を
読
ん
で
』 

 

三
年
三
組 

曽
根
幸
美
（
栗
原
西
中
出
身
） 

『
「
絶
歌
」
を
読
ん
で
』
二
年
一
組 

石
川
遥
菜
（
築
館
中
出
身
） 

『
こ
れ
か
ら
の
生
活
』
一
年
三
組 

髙
橋
茅
広
（
栗
原
南
中
出
身
） 

○
佳
作 

『
本
で
経
験
す
る
戦
争
』
三
年
三
組 

阿
部
夏
海
（
中
田
中
出
身
） 

『
母
性
』 

 
 
 
 
 

三
年
五
組 

岩
渕
未
来
（
佐
沼
中
出
身
） 

『
生
き
る
と
い
う
こ
と
、
死
ぬ
と
い
う
こ
と
』 

 

二
年
四
組 

佐
藤
那
菜
（
築
館
中
出
身
） 

『
自
分
の
あ
り
方
、
幸
せ
』 一

年
二
組 

佐
藤
柚
実
（
花
泉
中
出
身
） 

入
賞
者
の
み
な
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
最
優
秀

賞
・
優
秀
賞
の
四
名
は
、
自
身
の
作
品
を
さ
ら
に
深
め
宮
城
県

読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
へ
応
募
し
ま
し
た
。 

 

十
月
二
十
七
日
（
木
）
本
校
一
・
二
年
次
の
福
祉
教
養
系
列
を

対
象
に
講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
の
五
月
に
ブ
ラ
ジ
ル
で
行

わ
れ
た
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
陸
上
競
技
百
メ
ー
ト
ル
で
、
日
本
人
初

の
金
メ
ダ
ル
を
手
に
し
た
佐
々
木
琢
磨
氏(

仙
台
大
学
教
職
員)

を

講
師
に
迎
え
、
聴
覚
障
が
い
者
の
生
活
は
も
ち
ろ
ん
、
デ
フ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
佐
々
木
氏
の
手
話
で
の
熱
い
講

演
に
、
生
徒
た
ち
は
真
剣
に
耳
と
目
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。 

生
徒
た
ち
に
と
っ
て
は
と
て
も
貴
重
な
経
験
で
、
「
『
夢
は
無

限
で
あ
り
、
で
き
る
こ
と
も
無
限
』
と
い
う
言
葉
が
胸
に
刺
さ

り
、
で
き
な
い
こ
と
は
自
分
が
努
力
を
す
る
機
会
で
も
あ
る
と
い

う
意
識
に
変
わ
っ
た
」
、
「
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
初
め
て

知
っ
た
が
、
耳
の
聞
こ
え
な
い
人
の
た
め
の
工
夫
に
つ
い
て
深
く

学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
」
、
「
手
話
を
学
び
た
い
と
い
う
思
い
が
増

し
た
」
と
い
う
言
葉
が
寄
せ
ら
れ
、
こ
れ
か
ら
の
学
び
の
意
欲
に

繋
が
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。 

 

 

 


